
相対に食べログの数分布た𥫣く

、 a

人数一度数
人数（度数） 5 7 8 4 1

....： iiiiiiiitii.li#：iiii.鰱乾......！"階級の幅： I 相対度数
2 - 3 8

4 相対度数を足していく。真ん中の値

以上未満ii.
......：
iiii.、
蘧......

累積相対度数（全体の中の割合を積み上げたもの）tヒストグラーーム ）勢※をグラフで見や
ーーたしたものが測...

睟

陥難対麟
嫻、：。
※

!!

；瘴爇o . . . . . 評価

折れ線で結んだだけ
で：瓘」！！；！※>，累積相対度数

でさくっと復習！



代表進 箱い平均値→鬱の薇學
データの分布を見やすくした！

中央値→小さい順にデータを並べたときの真ん中の値 ヒストグラムより他のデータとの比較がしやすい.（並べやすい）
（偶拳興のときは2つの平均値）

/平均値最頻値→データの中で最もよく出てくる値
（度数分布表では.度数が最も多い階級の階の盤 最小

値-）
で

!

卜ーーご最も値データの
変量（得点とか）

第1四分位数→小さい順に並べたときに25%目くらーーいの値
第1四分位数 中央値 第3四分位数

第3四分
位数が、
順に並べ
たときが
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<教科書の定義〉 偶数個のとき ※、！デタ
の範二丑
一機！'）←最大
値-最小値

① データの中央値を境に、データを |2つのデータに分ける.
（2つの個数は等しくなる）

° ' t "
奇数個のとき、

四分位範囲 ←第3四〇一第1四〇

②
左のデータの中央値が第1
四分位数斝曲「"一 四分位行壁= 四分位範囲_

③ 右のデータの、私が直が第3四分イ'エ 基準からのズレ

でさくっと復習！



分散と標準偏差
一平均からどれくらいデータが散らかっているかを表す. 度数の数だけ階級値のデータがあると

平 均 値 i = × ， + が 、 . 。っ て 、 𣏐 の 総 和

が度数分布が平均値・分散を求めるときは、

思えばOK、データをXI.に、-_-.Xnとおく。（←たとえば得点）
階級値 が 2 いた がn ←データの個数 度数 f , f、 . . . |fn
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ふ疥瓜
［丸。［心虚.分散
の別の求め方

分散に（かがが+→（かが一 個数分かける！

標準偏差にはa分散の正の平方根
Xの分散=がの平均値-（Xの平均値）2

f ち ゃ う 7 に _ な る .
☆
単位が元データとそろってうれしい.標準化で"た「とか

でさくっと復習！



共分散 ="""は「よ）が.tl?xkyn-j_）相興2つのデータをくみ合わせ1is.hnデータの間の関係、
国語と数学のクラスの得点分布とか、 これが

"

だと正の相関分散のようなもの. ① だと負の相関
値の大小比較がまだできない、

正の相関
関係※
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裳州相関係数=

凖嶽巘
爾磋xとるの共分散I負の相関関係数間
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国語

→-1～1の.単位のない値となる！
相関の大きさの比較ができる！

t 変量の「學なんか値で測りたい.
データを（X..Yi）（Xz.は2）...（Xn.y n）とおき、 2つの変量（得点とか）x,yの間にY=a×+hという

T 関係が成り立つとき、Aくんの国語「数学とか、

との分散 =ミ×（xの分
散）-

x . のデータの平均値がいいな籬籮ミ！！！！！！！聶！.ie


